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２０１８ ＧＳＥＦ5　ビルバオ大会「日本実行委員会」プレフォーラム
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日時：９月１５日　　所：明治大学駿河台キャンパス・会議室

主催：2018ＧＳＥＦビルバオ大会・日本実行委員会
開会挨拶：若森　
・　リーマンショックから10年、社会協同連帯の知名度が高まっている。
基調講演
「世界における社会運動の展開と協同組合」　中川雄一郎（明治大学名誉教授）
・　今日は2008年9月15日のリーマンショックから10年目の日。その日は、大恐慌が発生し、

未曾有の金融危機、アメリカの住宅バブルが破裂し、アイスランドも崩壊の危機にあった。

10年が経ち、これが当たり前になっている。世界的に極右が台頭し、グローバル経済・自由貿易

の後退が起こっている。企業のモラルハザードが進行し、格差拡大、ポピュリズムが蔓延した。
アベノミクスは年金ファンドで株価コントロールし、日本も世界も経済と社会のモラルハザード
となっている。

· 2014年に韓国・ソウル市で始まった「グローバル社会的経済フォーラム」（The Global Social 

Economy Forum: GSEF）は、2016年にカナダ・モントリオール市で引き継がれ、今年2018年（10月1日～3日）にはスペイン・ビルバオ市で開催される。それに向けて東京プレフォーラムが
明治大学で開催されることは大きな喜びである。
· ビルバオ市は、有名なモンドラゴン協同組合の中心所在地である。スペイン内戦が終結したころ

（1939年）のモンドラゴンは15世紀に造られた幅の狭い道と建物のひっそりとした町だった。

それが今や「モンドラゴン協同組合の町」として大発展している。
グローバル社会的経済フォーラム2014（GSEF2014）について

・　2014年にソウル市で開催されたフォーラムに参加し、その本質を知ることになった。

社会的経済：社会的経済は、人びと（市民）の相互の信頼と協力・協同によって現存する諸課題を
解決するために、共同（協同）の自治的・自律的連帯を着実に進めて行こうと努力する経済の
一形態である（序文）。
　アイデンティティ：社会的経済は、地域コミュニティを最も重要な基礎とし、信頼と協同による

連帯の価値を達成する。その主体は、協同組合、社会的企業、地場産業、信用組合、マイクロ・

クレジット、他の非営利組織である。社会的経済は、国籍、人種・民族、宗教、ジェンダー、
性差別などすべての差別と権利侵害を認めない。また、多面的進歩を目指すものとして、人間

性を社会的経済組織および多元的なマクロ経済目的と政治的目的に調和させる進歩的発展を承

認し、草の根の自治・自律を尊重する価値に基づいて、地方政府、中央政府の政策を補完する。
未来像、その任務及び達成目標：市場経済、公共経済、エコロジ―との相対的に調和のとれた進歩・

向上を目指すことによって、社会・経済的な連帯を通じて、社会的、経済的な諸問題を解決する。
社会的経済組織と地方政府とのコラボレーションを通じて、人間的で良質な労働、適正な経済成

長、草の根民主主義の向上、持続可能な発展を追求し、人間の尊厳と持続可能なエコロジーの価

値が全ての活動の基本となるよう努力する。

社会的経済は、貧困および深刻な未・低開発状態に苦悩している発展途上国の支援に対する責
任を認識し、承認することによって、これら諸国の環境を改善し、経済を向上させ、社会を豊か

にし、文化を魅力あるものとしていく。

各地の報告
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（１）「一緒に暮し/働くことによって社会的な弱者との共生を目指す」　中崎ひとみ

・　1986年に、「無認可の小規模福祉作業所」、障害者が働く作業所として創設さ
れた。その時の代表は、重度の脳性麻痺の身体障害者の当事者だ。養護学校を
卒業し、親のスネをかじるのはイヤだ、自分の力で稼ぎたい、生活保護だけで
生きるのもイヤ、社会の経済活動に参加したいという思いに、様々な人が賛同、
出資してくれ、5人の障害者で「今日も一日がんばった本舗」を立ち上げたの
が始まりだ。毎日一生懸命クッキーを仕入れて売ったり、身体障害者の介護をした。
売り上げが小さく、電話や電気や水道を止められる厳しい中で、分かち合っていた。知的障害
　者の働く場を作るために、クッキー工房をつくり、1996年には何とか借金も返済できた。

· 2002年に自分たちの将来を考えはじめ、一年以上の議論を積み重ね、2003年に社会
· 福祉法人を[image: image5.jpg]


とった。共生シンフォニーの事業は以下の通り。　2016年
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障害福祉サービス：自律訓練「りぼーんスイッチ」定員10名
· 自立訓練＋就労移行：「くれおカレッジ」定員40名、2014年

· 生活介護：「まちかどプロジェクト」定員30名、2000年

· 就労継続支援A型：「がんばカンパニー」定員50名、1986年

· 就労継続支援A型：「あんふぁんカフェ」定員20名、2004年

· 多機能型B型＋生活介護：「夢創舎」定員20名、2008年
· 高齢者介護保険事業：「アイサービスセンターぬくとば」地域

· 　公益事業：「おたっしゃ仕事センター」2017年　　　　　　密着型、2004年
地域で必要とする「困ったニーズ」を見出し続け、現在は230人を超える法人になった。日本

では制度はいっぱいあるが、その制度の隙間からこぼれ落ちる方がいっぱいいる。厚労省は予算をとるために、障害種類を増やしている感があるが、本当に必要なのは社会の鷹揚さ、受容度だ。
（２）「地域の縁側・居場所づくりからの地域再生と街づくり」　北田恵子（ユーカーズコレクティブ）
・　千葉県柏市大津ヶ岡・都市郊外型団地の高齢化による商店会の衰退を
再生するために、ふれあいカフェ「クルトコ」をオープンし、地域住民
による主体的な運営参加の仕組みづくりを行った。
ボランティアは46名、厨房ボランティア、子ども食堂見守り、農園、
大工仕事等を展開している。
（３）“共生・共創のまちづくり”への挑戦　　伊藤勲（NPOやまぼうし理事長）
・　東京都日野市は、かつて工業団地のベッドタウン、障害者福祉施設都市、郊外大学等で栄えた
が、その後衰退し、大工場の撤退・移転による「財政非常事態宣言」になった。しかし、今は持
続可能な『日野いいプラン2010』で応えている。

（４）「仕事と雇用確保を実現する連帯労組の戦略」　　連帯労組関西派遣団　引田孝明
・　1965年、低賃金・長時間の奴隷的労働条件化の生コン産業で企業の枠を
超えた産業別組合として結成した。主な戦略は、下請け会社の閉鎖や労働
者解雇で攻撃する大企業のタテの支配に対し、集団交渉とストライキで、
雇用を保証させていく闘争路線である。
· 今後は、連帯労組を拡大し、地域創研、大阪労働学校、連帯ユニオン議員
ネット等を展開し、運動を拡げていきたい。
所感：世界的なグローバル経済展開の中、貧困化や格差社会化が進展している。そのオルタナティブは、欧米で展開してきた「社会的連帯経済」との認識の下、大きな広がりを見せている。10月に開催される2018GSEFビルバオ大会のプレフォーラムに参加した。日本の各地でも社会連帯経済活動が展開し、苦しい中で運動・経験を積み上げていることに敬意を払いたい。　　（文責　中瀬）
　　舟　は　スローライフ・持続可能社会　の　先進役　　　2018年9月


　　お　江　戸　舟　遊　び　瓦　版　611号


　　　水彩都市江東　　こころ美しい日本の再生　　安全・安心まちづくり


　　お江戸観光エコシティ・お江戸舟遊びの会　　江東区千田13-10
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